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癌免疫療法は多くの癌種に用いられており、世界中で多くの臨床治験が行われている。最近
は抗体を含むタンパク質もいろいろなドメインを融合させたタンパク質が開発されている。
IL-15スーパーアゴニストFc融合タンパク質が膀胱癌に承認されたことや、二重特異性抗体
が肺がんに承認されたことで、さらにタンパク質工学の創薬への注目が高まっている。

今までは、遺伝子発現を元にした癌特異的な分子のスクリーニングによる創薬が中心であっ
たが、無限に機能がデザイン可能な人工タンパク質や化学修飾タンパク質が臨床治験の主役
になり、創造的なアカデミアでの研究、発明が治療薬になる可能性が高まっている。

私はDrug delivery systemで免疫療法を癌に届けることを主軸に研究を行ってきた。特に
細胞外マトリクスは固形癌に必ず存在するため、有望なターゲットである。
今回のセミナーでは、タンパク工学による癌創薬の技術を私の研究を絡めて紹介したい。


